
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　つくば地域の技術シーズの事業化・産業化を推進するため、TGIをハブとして金融機関等との連携を進める。

　つくば地域の技術シーズに対して、研究開発や事業化支援
を金融機関等と連携して進める必要がある。

・組織の垣根を超えた新しい産学官連携の仕組みのもとで、
　システムの核となる組織（（一社）つくばグローバル・イ
　ノベーション推進機構：TGI） を設立し、研究インフラの
　共用化等の基盤となるサービスの提供を行う。
　これにより、特区プロジェクト等を推進するとともに、新
　たなプロジェクトを創出・推進することにより、新事業・
　新産業の創出に取り組む。

　TGI内に設置されているワンストップ技術相談窓口におい
て、92件の相談に対応し、これにより企業と研究機関との共
同研究や共同事業のマッチング等を実現した。

・市・県・TGIが連携し、各プロジェクトの進捗に合わせて
　事業化や産業化の推進に適した国や市の支援施策（財政、
　金融、税制及び規制緩和）の活用を提案する。
・技術相談窓口について、市内企業への案内を行う。

・TGI・茨城県と連携し、特区プロジェクトの参画団体に対
　して、特区制度で講じられる税制上の支援措置等の説明
　及び活用の提案を行った。
・セミナーやイベント等において、市内企業・研究所等に向
　けてTGI内に設置されているワンストップ技術相談窓口の
　案内を行った。
・一般市民に対して、つくば国際戦略総合特区の制度及びプ
　ロジェクトの理解促進のためセミナーを行った。

継続

国際戦略総合特区推進事業

職員のみ

01-020108-16 科学技術振興に要する経費

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

       233.0

         0.0

       451.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成23年度～

総合特別区域計画

　つくばを変える新しい産学官連携システムを構築するとと
もに特区プロジェクトに取り組み、成果を上げ、ライフイノ
ベーション・グリーンイノベーション分野で我が国の成長・
発展に貢献する。「特区プロジェクト」の推進により、生じ
た課題・問題点を「つくばを変える新しい産学官連携システ
ム」の構築にフィードバックし、つくばの科学技術の集積か
ら新事業・新産業が生み出されていく、新しいシステムを確
立する。

科学技術の集積を活用したライフイノベーション及びグリーンイノベーションの推進による産業化促進のた
めの連携企業数※平成28年度までは新たなプロジェクト創出数（特区計画延長に伴い、指標を再設定）

連携企業数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

       173.0

         0.0

       329.0

         0.0

       486.0

         0.0

       641.0

         0.0

任意的事務

Ⅳ 2 1 科学技術の振興

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

092

活動指標

Ⅰ 1 (1) 科学技術の振興によるまちづくり

政策イノベーション部科学技術振興課

イノベーション推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・旅費　187千円
・消耗品費　98千円
・図書費　20千円
・飲み物代　10千円
・TGI負担金及び会費　10,100千円
・藻類産業創生コンソーシアム負担金　100千円
・講習会受講料　4千円

      16,670       16,579

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.50          0.50

       125.00        150.00

無 無

       3,870        3,902

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      12,800       12,677       10,519            0

      12,800       12,677       10,519            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　事業開始から三年目を迎えるにあたり、事業の発展性にも目を向け、産業振興やスタートアップ推進の取組とも連携を
強化して進める。

　採択した提案が地域課題の解決や新産業の創出等に繋がる
ように、継続的に支援を行っていく必要がある。

・IoTやAIなどの最先端技術による先進的なフィールド実験
　を全国から公募し、実験場の提供やモニターの確保、費用
　補助等の支援を行う。

　積極的に事業の広報活動を実施し、昨年以上の企画提案の
応募があった。国内初となるブロックチェーンとマイナンバ
ーカードを使ったネット投票の実施により、先進技術実証フ
ィールドとしての魅力向上に繋がった。
　実証期間を昨年度より長く確保できたことで、実験回数や
質の向上に繋げることができた。

５月～６月　事業周知
５月～６月　企画提案の公募
７月　１次審査
８月　最終審査
９月～３月　トライアル支援・実施

５月～６月　事業周知・前年度成果発表会（各研究機関や金
　　　　　　融機関、学校等へ庁内関係課を通じて周知）
５月～６月　企画提案の公募（応募：22件）
７月　１次審査
８月　最終審査（ブロックチェーンとマイナンバーカードを
　　　使用したネット投票も実施）
10月～３月　トライアル支援・実施

継続

Society　5.0社会実装トライアル支援事業

職員のみ

01-020108-16 科学技術振興に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成29年度～

第５期科学技術基本計画、科学技術振興指針(第２期)

　民間の創意工夫を生かした「Society 5.0」に係る社会実
装に向けたトライアル（＝実証実験）を公募し、優れたトラ
イアルを支援するとともに、当該トライアルの実施主体と地
域企業等との連携及び当該トライアルの核となる革新的な技
術やアイディアの実用化を推進することにより、市民生活の
向上及び地域経済の活性化さらには先進的な取組に挑戦する
まちとしてのプレゼンスを確立する。

「Society 5.0（超スマート社会）」の実現を目指したフィールド実験の実施件数

フィールド実験の実施件数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

093

活動指標

65

Ⅰ 1 (1) 科学技術の振興によるまちづくり

政策イノベーション部科学技術振興課

イノベーション推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・審査員謝礼　　　　　　　144千円
・チラシ・ポスター印刷　　331千円
・審査会運営委託料　　　　497千円
・採択案件負担金　　　　5,000千円

      10,612       11,520

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.80          0.80

       200.00        240.00

無 有

       6,191        6,242

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       4,421        5,278        5,972            0

       4,421        5,278        5,972            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　市内大学・研究機関等と連携し、つくばの科学技術の魅力を集結し、効果的に発信する。

　科学の街つくばを効果的に発信するためのコンテンツ化の
検討

・市内各大学・研究機関のそれぞれの特徴を生かしながら、
　基本協定の締結や連携事業を推進する。
※行政改革アクションプラン「70 企業・大学・研究機関等
　との協働の推進」該当事業

　市役所での研究内容紹介のパネル展示や市内小中学校への
刊行物の配布協力などを通じて、研究機関との協力関係を強
化することができた。
　産総研、民間事業者への下水道不明水対策検証への協力を
通じて、先進的な社会課題解決手法を市内で試すことができ
た。

・アウトリーチ活動への支援等を通じて連携を強化する。
・新規で基本協定を締結する。
・冊子や映像等、各種広報媒体を作成・活用し、情報発信す
　る。
・科学の街つくばＰＲ動画の作成
・科学教育支援事業の創設・実施

通年　筑協事務局従事（１名/２日・週）、研究機関アウト
　　　リーチ活動広報支援、サイエンスカフェ、JAXAとの基
　　　本協定締結に向けた協議、産総研・民間事業者への下
　　　水道不明水対策検証協力、筑波会議に向けた調整等
４月　防災連絡網作成
８月　野口宇宙飛行士の「宇宙飛行記念品」がフックン船長
　　　に決定、サイエンスクロストーク
12月　金井宇宙飛行士の帰還報告会の開催協力

継続

市内大学・研究機関等との連携事業

職員のみ

01-020108-20 科学の街つくば推進に要する経費

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        16.0

         1.0

        17.0

         0.0

        19.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市科学技術振興指針

　筑波研究学園都市の一層の発展に向けて機能強化を図る。
　研究機関等との連携を戦略的に進めることにより、技術成
果・実証や社会的課題の解決に専門的知見を活用した行政体
制の構築、防災体制の強化等に資する。

新規協定締結数

連携事業数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

        14.0

         1.0

        15.0

         1.0

        16.0

         1.0

        17.0

         1.0

         0.0

任意的事務

Ⅳ 2 1 科学技術の振興

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

094

活動指標

活動指標

政策イノベーション部科学技術振興課

科学の街推進係

件

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・市内大学・研究機関等との連携事業　2,199千円
　市内研究機関等との包括協定の締結：協定書調印式看板代33千円
　研究機関等のアウトリーチ活動支援：展示用消耗品78千円
　科学の街情報発信：横断幕164千円、バナー182千円、パンフレット印刷500千円、PR動画委託400千円
　筑波研究学園都市交流協議会事務局業務：年会費200千円、OA用消耗品９千円、情報通信料83千円
　つくばサイエンスアカデミー：負担金550千円

      12,471       14,579

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.00          1.00

       274.66        260.34

無 無

       7,800        7,704

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

※行政改革アクションプラン「70 企業・大学・研究機関等との協働の推進」該当指標

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       4,671        6,875        2,199            0

       4,671        6,875        2,199            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　教育の機会の増加及び質の向上を図るため、体験型科学教育事業により学校教育への導入に向けた検討、科学教育ポー
タルサイトの開設、人的プラットフォームの構築を進める。

　各種イベント実施効果の市民還元度を高めるとともに、科
学教育の機会の増加及び質の向上を図る必要がある。

・つくば科学教育マイスター制度
・科学オリンピック（情報、国際情報）
・科学の甲子園ジュニア全国大会
・体験型科学教育事業の計画策定及び実施
・南極出前授業
・つくば奨励賞

　体験型科学教育事業トライアル結果をもとに、次年度以降
の事業展開の方向性を見いだすことができた。
　国際情報オリンピック関連の市民向けイベントを通じて、
市民の参加機会を拡大できた。
　つくば科学教育マイスターの新規認定を行い、市の科学教
育リソースが拡充した。

・イノベーションキャンパスinつくばに代わる事業の構築・
　実施
・科学オリンピック（IOI国際情報オリンピック）、科学の
　甲子園ジュニア全国大会等を実施
・茨城県科学技術振興財団等が主催するつくば奨励賞に対し
　て負担金を交付
・つくば科学教育マイスター認定
・科学教室等開催費補助事業の実施

６月　つくば科学教育マイスター認定式(国環研 一ノ瀬氏)
９月　国際情報オリンピックの開催・支援
11月　つくば科学教育マイスターとの連携して科学教室を
　　　実施
12月　科学の甲子園ジュニア全国大会の開催・支援
１月　体験型科学教育事業トライアル実施
２月　国際情報オリンピック関連の市民向けイベントの実施
　　　つくば奨励賞へ負担金を交付し、研究活動の推進に貢
　　　献

継続

次代を担う人材育成と科学技術の理解の醸成事業（科学教育推進事業）

職員のみ

01-020108-20 科学の街つくば推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市科学技術振興指針

　大学・研究機関等の集積をいかし、科学関連イベントの招
致・開催等を通じて、次代を担う人材育成や一般市民への科
学技術の理解の醸成を図る。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

Ⅳ 2 1 科学技術の振興

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

095

Ⅰ

Ⅱ

1

2

(1)

(3)

科学技術の振興によるまちづくり

科学教育の推進

政策イノベーション部科学技術振興課

科学の街推進係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

次代を担う人材育成と科学技術の理解の醸成事業　18,394千円
・つくば科学教育マイスター：謝礼96千円、参加記念品（マイスター用）15千円、
　参加記念品261千円、副賞100千円、チラシ31千円、ポスター13千円、駐車場使用料9千円
・科学オリンピック等：ジュニア発明展副賞20千円
・南極出前授業：パンフレット送料20千円
・体験型科学教育事業：体験型科学教育事業12、000千円、
・事業負担金：つくば奨励賞2,000千円、日本情報オリンピック700千円、
　科学の甲子園ジュニア全国大会3,000千円
・各種打合せ：普通旅費129千円

      21,973       25,303

維持

3

4

2

3

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

他の事業に優先して進める必要がある。

         1.50          1.50

       274.68        260.34

無 無

      11,354       11,233

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0        6,000            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          22            0            0            0

      10,597       14,070       12,394            0

      10,619       14,070       18,394            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　女性研究者の活躍や次世代の女性研究者育成のさらなる取組のため筑波大学・茨城県との連携を強化する。
　筑波大学の協力を得ながらボーフム市との具体的な連携に係る話し合いを進める。

　リケジョ合宿の開催支援など女性研究者の活躍や次世代育
成のさらなる取組が必要
　ボーフム市との具体的な連携に係る話し合いが必要

・G7のレガシー継承事業として、科学技術分野への女性の参
　画拡大や女性人材育成のための事業を実施する。
・ハイレベルフォーラム等の国際会議への参加などを通じて
　つくばの国際的な認知度向上を図るとともに、国外の都市
　や研究者との連携・交流を深める。
・海外からの視察対応や異業種・異分野間の交流機会を創出
　する。

　女性研究者の研究内容や日常生活を常陽リビングに掲載し
たり、リケジョシンポジウムで紹介したりするなど、女性
の活躍支援や市のPRをすることができた。
　海外からの視察をとおして、科学の街をPRする機会を得ら
れた。また、ボーフム市との分野連携の話が進み、海外との
ネットワーク構築が進んだ。

６月～３月：「つくばで輝く女性研究者」を常陽リビング
　　　　　　で掲載(10回)
８月：リケジョシンポジウム・リケジョ合宿開催
11月：ハイレベルフォーラム参加・グルノーブル市訪問
随時：海外企業、政府関係者の視察受け入れ

６月～３月：「つくばで輝く女性研究者」を常陽リビング
　　　　　　で掲載(10回)
８月：リケジョシンポジウム・リケジョ合宿開催
11月：ハイレベルフォーラム参加・グルノーブル市訪問
　　　グルノーブル都市共同体と経済交流連携で意見交換
随時：海外企業、政府関係者の視察受け入れ（北京市懐柔
　　　区訪問団、深せん市南山区訪問団、駐日英国大使来
　　　訪、北京市昌平区訪問団、ボーフム大学副学長表敬
　　　訪問、香港特別行政区行政長官来訪）

継続

国際科学技術都市「つくば」の推進事業

職員のみ

01-020108-20 科学の街つくば推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市科学技術振興指針

　市内の大学・研究機関等の連携の強化を図ることにより、
その集積効果を最大限に高め、イノベーションを創出し、社
会的課題の解決や産業の国際競争力の強化等に貢献する。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

096

Ⅰ 1 (2) 研究機関等の集積をいかしたイノベーショ

政策イノベーション部科学技術振興課

科学の街推進係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・国際科学技術都市「つくば」の推進事業　2,994千円
　ハイレベルフォーラム：特別旅費2,033千円、プロデューサー昼食代５千円、保険料32千円
　理工系女子等応援事業：チラシ21千円、ポスター82千円、広告記事掲載756千円
　表敬訪問者対応：手土産代60千円
　視察対応：飲み物代5千円

       8,687       10,046

維持

4

3

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成した。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.00          1.00

       274.66        260.32

無 無

       7,800        7,704

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         887        2,342        2,994            0

         887        2,342        2,994            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　国のMaaS（モビリティ・アズ・ア・サービス）の取組との連携や他自治体、大学、民間事業者等との新たな連携、既存
体制の見直しなど、モビリティロボットの社会実装に向けて推進体制を強化する。

　自動走行実現のための法改正やモビリティロボットの通行
を可能にするための基準緩和。
　製品化や新たなサービスの創出を目指す事業者と連携した
社会実装へ向けた取組の実施。

・搭乗型移動支援ロボットに関する実証実験やつくばチャレ
　ンジ等のロボット実験を通じて、国に規制緩和を要望して
　いくなど、ロボットの実利用環境の構築及び社会実装を推
　進する。

　歩行者用信号情報発信システム実証実験やモビリティロボ
ットの車道走行が国内初の成果となった。
　近未来技術等社会実装事業への選定により、自動運転移動
支援ロボットの取組に対して、省庁横断的な支援が受けられ
るようになった。

・歩行者信号情報発信装置を活用した新たな実証実験の実施
・H30年３月の警察庁通達に基づいた、従来にない走行ルー
　トの確立およびそれに基づいた実験の実施
・ロボット革命イニシアティブ協議会WG参加
・つくばチャレンジ2018の開催

・歩行者用信号情報発信システム実証実験の実施
・まつりつくばパレードでのモビリティロボットの車道走行
・ロボット実証実験数（セグウェイシティツアー等） 13件
・視察対応　３件
・ロボット革命イニシアティブ協議会WGへの参画
・TX研究学園駅エリアでつくばチャレンジ2018実験走行実施
・「自動運転移動支援ロボット」が近未来技術等社会実装事
　業に採択
・実証実験を市民向けにPR

継続

ロボットの街つくば推進事業

職員のみ

01-020108-21 ロボットの街つくば推進に要する経費
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        13.0

         0.0
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つくば市科学技術振興指針（第２期）

　ロボットの実用化の促進や人材育成を図り、もって、超高
齢社会への対応、低炭素社会の実現、観光等の地域活性化を
図るとともにシティプロモーションに貢献する。

ロボットのまち中実証実験数（種類）※平成26年度までの指標は、実験回数、実験走行距離（目標値：150
回、5,000km／実績値：153回、3,635km

ロボットのまち中実証実験数（種類）

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度
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R01年度
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平成30年度
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任意的事務

Ⅳ 2 2 ロボットの街つくばの推進
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□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

097

活動指標

Ⅰ 1 (1) 科学技術の振興によるまちづくり

政策イノベーション部科学技術振興課

イノベーション推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

ロボットの街つくば推進事業　10,313千円
・顧問報酬：1,200千円、旅費：261千円、需用費：593千円（事務用消耗品、
　ロボットの街紹介パネル等）、修繕料：327千円（セグウェイメンテ費用）、
・役務費：321千円（セグウェイ保険料）、委託料：550千円（パンフ委託）、
・負担・補助金：7,388千円（セグウェイインストラクター、モビリティロボット
　実証実験推進協議会負担金2,000千円、つくばチャレンジ大会補助金5,000千円等）

      29,097       20,907

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。
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      17,489        9,390       10,313            0
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